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　平成26年度　第45回　関東中学校サッカー大会（山梨大会）
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シュート

埼玉県  第 1 代表

さいたま市立 東浦和中学校
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弱風
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記録担当
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飯島　政明
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［戦評］　記入者　： 村松　裕太
11:45 後半前半［試合時間］

所属　：

864
先

ＰＫ戦の経過 1

後

155

監督
柏　悦郎

前
半

ＣＫ

ＧＫ

試合所要時間 1:13

東浦和中学校 田口　竜二
田口　竜二

中村　圭介

得点時間

ラフプレー 阿部　雅茂

GK1

得
点後

先
発

シュート
前 前

須貝　将大

選手名

GK

番号位置番号

1

土屋　政隆

No　,Rin

塩澤　孝佳

OUT時間

延長前
0

位置選手名

試合形式 60-10-PK
湿度

矢野　徳仁
27.4℃気温天候 雨

平成26年8月10日 11:45

3

主審

　　後

日時

群馬県  第 1 代表

私立 新島学園中学校
後半

Kick off PK

ピッチ状態

会場名

副審１
第４審判

0 前半 1

0

風71%

瀧田　駿○

○

ＰＫ

○

○

チーム合計

○

○田口　竜二

直接FK

NO得点チーム

59
52

× ×

黒沢　昇平

伊藤　大輔

39

FW

警告・退場

5

岩井　嘉紀

後
半

○

○

12:58

12

中11PK

スコア

中11Ｓ

得点経過 例 ～:ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ　→:ｺﾞﾛﾊﾟｽ　∩:浮き球ﾊﾟｽ　＊:混戦　S:ｼｭｰﾄ　H:ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ

右18→

中18＊18東浦和中学校
0－2

小林　尚幸
11東浦和中学校

ｵﾌｻｲﾄﾞ

0－3

3

間接FK

11

山梨県

107 11 13 14

0－1

12:27

得点者

前
半

ｼｭｰﾄ

32

競技運営
責任者

12:15

9

両チーム立ち上がりからの激しいプレッシングが目立つ。ゲームが動いたのは前半２分。東浦和⑦番が起点となり、左サイドを突破した⑪番がドリブルで仕掛けペナルティエリア内でファウルを受

けＰＫを獲得。確実に決め先制点を挙げる。対する新島学園は右サイドを多用し、チャンスメイクを試みるも東浦和ＤＦラインに跳ね返される。右サイド裏に抜け出した新島学園⑪番のカットインで決

定機をつくるも、ゴールを割れず前半終了。後半、立ち上がりから新島学園が猛攻を仕掛ける。後半２分には、⑦番のコースを突いたシュート、３分には⑬番がキーパーと１対１の場面をつくるも、

東浦和ＧＫ⑫のビッグセーブに阻まれチャンスを逃す。その後も左サイドにポジションをとった⑩番を起点にゲームを組み立て主導権を握ると、東浦和の足が止まりはじめる。シュートまでいくもなか

なかゴールが奪えない新島学園に対して、東浦和も⑦番・⑪番を中心にカウンターで耐える時間帯が続く。そして後半２２分、右サイドでボールを受けた東浦和⑪番が中央にドリブルで運び左足を

振り抜くと、ゴール左隅に決まり追加点。さらにだめ押し点をアディショナルタイムに決めた東浦和が勝利をおさめた。雨と風が吹き荒れる中での好ゲームに、両チームの健闘を讃えたい。


